
わたSHIGA輝く国スポ・障スポ実行委員会 

第６回式典・会場専門委員会 議事録（概要） 

１ 日時 

  令和５年(2023年)２月13日（月） 10：30～11：30 

 

２ 場所 

  滋賀県大津合同庁舎７階 ７D 会議室 

 

３ 出欠状況（五十音順、敬称略） 

  委員19名中14名出席 

   出席： 稲葉 芳子、大橋 奈希左、小川 亮、片山 彰一、加藤 三男、小出 進、豊田 則成、 

中島 誠一、中嶋 義基、伏見 強、松宮 智之、村田 耕一、目片 佳子、米田 正博 

欠席：佐  々康浩、澤 英幸、武田 英明、西川 朗、横井 正弘 

  （事務局：辻󠄀事務局長、他事務局職員９名） 

  

４ 配付資料 

   別添のとおり 

 

５ 会議概要  

＜委員＞※音楽部会部会長より第２回、第３回式典音楽部会の報告 

・音楽隊編成の人数および使用曲の構想については式典基本計画（案）のとおり承認された。 

 ・滋賀県が培ってきた文化、芸術を発信するのにふさわしい音楽隊ということで、びわ湖ホール声楽

アンサンブルの活用も視野に入れ、本県では吹奏楽隊、ファンファーレ隊、合唱隊の３楽隊での構

成を考えている。 

・音楽隊編成の人数については、仮設施設の設置、レイアウト、経費等、開・閉会式会場における総

合的な検証を事務局が進めているところであり、結果を踏まえ、人数を確定していく。 

・使用曲については、滋賀ならではの魅力ある式典音楽の制作に向けて、現在、部会内で協議を進め

ているところ。 

・使用曲の内容等については、次年度の実施計画の中で示していく。 

【質疑・意見】 

 ＜委員＞ 

  資料４ページの式典の概要における式典の基本的な考え方において、健康づくりの取組が追加された

ことについてはすごく良いことであると思う。食においては、健康づくりとリンクさせて、乳酸菌が

身体にいいなど、具体的な発信をしたり、男性が長寿日本一になったことを関連付けたりできそうで

ある。今後、どのように健康づくりについて発信していくのか。地元の特産品をからめたパネル展示

や、動画など、具体的な発信の仕方について伺いたい。 

＜事務局＞ 

 他県では、地元の名産を演技の中に取り入れるなどして紹介していた。本県では、具体的に何を全 

面的に発信していくのか、どのような表現にしていくのか、例えば、映像的なものにするのか、物 

審議事項（１） 

※事務局から「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ式典基本計画（案）」について説明。  

 →原案どおり承認。 



販的なものにするのか、その辺りは来年度以降に検討を進めていきたいと考えている。 

 ＜事務局＞ 

 資料４ページで、「滋賀の健康づくりの取組」を今回新たに追加させていただいたが、具体的に「滋 

賀の健康づくりの取組」というのは「健康しが」の取組という形で、県として県民に周知していると 

ころである。また資料５ページでも、県の取組の一例として、「健康しが」を取り上げており、県の施 

策とリンクさせるということからも、４ページの記載については「健康しがの取組」に統一したいと 

考えるが、いかがか。 

→異議なし 

 

【質疑・意見】 

   なし 

【質疑・意見】 

   なし 

 

【質疑・意見】 

   なし 

           以上 

審議事項（２） 

※事務局から「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ開・閉会式会場等整備基本計画（案）」について説明。 

 →原案どおり承認。 

審議事項（３） 

※事務局から「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ実行委員会 式典・会場専門委員会部会設置要綱（改定

案）について説明。 

 →原案どおり承認。 

 

 →原案どおり承認。 

審議事項（４） 

※事務局から「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ情報通信基本計画（案）について説明。 

 →原案どおり承認。 


